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平
成
二
十
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は 

　
出
な
い
行
か
な
い 

　
　
　
　
　
離
れ
な
い 

＝ 

速
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火
災
の
発
生
状
況 

火
災
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第
六
五
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
六
月
三

〇
日(

土)

、
午
後
一
時
か
ら
湯
沢
市
「
湯

沢
文
化
会
館
」
で
、
秋
田
県
知
事
佐
竹
敬

久
様
、
秋
田
県
議
会
副
議
長
小
松
隆
明
様

な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
県
内
各
地

域
か
ら
消
防
職
・
団
員
六
〇
〇
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
大
会
で
は
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
泉
松

之
助
会
長
、
開
催
地
市
長
齊
藤
光
喜
湯
沢

市
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て

佐
竹
知
事
、
小
松
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
消
防
庁
長
官
久
保
信
保
様

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。 

　
平
成
二
四
年
度
消
防
功
労
者(

優
良
事

業
所)

表
彰
で
は
、
三
事
業
所
が
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
八
回
消
防

団
員
意
見
発
表
会
で
は
、
各
支
部
か
ら
選

抜
さ
れ
た
団
員
歴
一
年
か
ら
三
九
年
の
九

名
が
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
対
す

る
提
言
等
を
行
っ
た
。 

　
地
元
有
志
に
よ
る
「
仙
人
太
鼓
」
「
西

馬
音
内
盆
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
た
後
、

女
優
三
咲
順
子
様
の
講
演
「
防
災
一
人

語
り
」
が
行
わ
れ
た
。
大
会
宣
言
は
今

野
宗
一
湯
沢
市
消
防
団
長
が
、
次
回
開

催
支
部
挨
拶
は
古
戸
俊
行
潟
上
市
消
防

団
長
が
行
っ
て
第
六
五
回
秋
田
県
消
防

大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。 

   

                   

      

　
三
咲
様
は
、
平
成
一
七
年
か
ら
防
火
・

防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
防
災
一
人
語
り
の

シ
リ
ー
ズ
を
全
国
で
講
演
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
、
と
あ
る
都
市
で
発
生
し
た
住
宅

火
災
の
実
話
を
基
に
、
五
歳
の
男
の
子
を

亡
く
し
た
母
と
消
防
隊
長
の
、
火
事
の
悲

惨
さ
、
火
遊
び
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な

い
と
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
無
念
の

思
い
を
伝
え
る
「
お
に
ぎ
り
い
っ
ぱ
い
の

愛
」
な
ど
三
話
を
講
演
さ
れ
、
会
場
に
大

き
な
感
動
を
与
え
た
。 

第65回  秋田県消防大会 第65回  秋田県消防大会 第65回  秋田県消防大会 

講
演
　
防
災
一
人
語
り 

講
師 

 

三
咲
順
子
様 

西馬音内盆踊り 
日本三大盆踊りの一つ。 
野性的な囃子と優雅で 
流れるような踊りが特 
徴。        
 

成瀬仙人太鼓 
平成元年、東成瀬村 
村制100周年の年に 
誕生。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成24年７月15日（毎月１回15日発行） №701



　
本
日
は
、
秋
田
県
知
事
佐
竹
敬
久
様
、

秋
田
県
議
会
副
議
長
小
松
隆
明
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
第
六
五
回
秋

田
県
消
防
大
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
当
協
会
で
は
、
四
月
一
日
に

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
登
記
を
済
ま

せ
、
初
め
て
の
理
事
会
、
評
議
員
会
を

開
催
し
、
平
成
二
四
年
度
予
算
な
ど
の

承
認
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
、
よ
り
公
益

性
の
高
い
協
会
を
目
指
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
一
月
一
六
日
に
は
、
「
第

一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大

会
」
が
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋

田
ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
全
国

か
ら
参
加
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
大
き

な
感
動
を
与
え
る
ら
れ
る
よ
う
、
県
内

消
防
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
秋
田
に

お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

第８回 

消防団員意見発表会 
第８回 

消防団員意見発表会 

あ
い
さ
つ 

秋
田
県
消
防
協
会 

会
長 

 

中
泉
松
之
助 

　
第
六
五
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
県
で
は
、
新
た
な
団
員
の
確
保
や

消
防
団
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、
機

能
別
消
防
団
員
・
機
能
別
分
団
の
導

入
促
進
、
消
防
団
員
の
皆
様
の
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
事
業
所
と

消
防
団
の
協
力
体
制
構
築
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
、
県
消
防
協
会
や
市
町

村
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
秋
田
大
会
は
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
、
成
功
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
本
日
は
、
従
業
員
の
消
防
団
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
、
消
防
活
動
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
優

良
事
業
所
を
表
彰
い
た
し
ま
す
が
、

受
賞
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
改
め
て
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

祝
　
辞 

秋
田
県
知
事 

 

佐
竹
　
敬
久 

　
本
日
、
こ
こ
秋
田
県
の
南
の
玄
関
口

で
あ
る
湯
沢
市
に
お
い
て
第
六
五
回
秋

田
県
消
防
大
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
開
催
市
を
代
表
し
、
心
よ

り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
防
災
に
お

い
て
最
前
線
に
い
る
の
は
消
防
団
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
日
、
県

下
の
消
防
関
係
者
が
一
堂
に
会
さ
れ
、

相
互
の
連
係
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
は

誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と

存
じ
ま
す
。 

　
ど
う
か
今
後
と
も
、
地
域
社
会
の
中

核
と
し
て
、
あ
る
い
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
地
域
の
安
心
安
全
に
貢
献
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

　
こ
こ
湯
沢
雄
勝
は
、
多
く
の
温
泉
地

や
景
観
地
を
有
す
る
ほ
か
、
全
国
ブ
ラ

ン
ド
の
「
酒
」
や
「
稲
庭
う
ど
ん
」「
そ

ば
」
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
町
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
湯
沢
雄
勝

の
自
然
や
食
・
人
情
に
も
触
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

あ
い
さ
つ 

湯
沢
市
長 

 

齊
藤
　
光
喜 

　
第
六
五
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
関
係

者
多
数
の
ご
出
席
の
も
と
、
こ
の
よ

う
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
や
今
年
四
月
に
発

生
し
た
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
強
風
被

害
な
ど
、
昨
今
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、

防
災
対
策
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
日
々
実
感
し
て
お
り
、

地
元
地
域
を
知
り
尽
く
し
た
消
防
団
員
・

消
防
職
員
の
皆
様
方
が
担
っ
て
お
り

ま
す
地
域
防
災
の
役
割
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
私
ど
も
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
思
い
を
受
け
止
め
、
地
域
の
「
安

全
・
安
心
」
を
守
る
た
め
に
不
可
欠

な
消
防
団
活
動
の
充
実
・
強
化
に
つ

き
ま
し
て
、
引
き
続
き
関
係
者
に
現

状
を
訴
え
、
積
極
的
な
議
論
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
な
お
一
層
の
御
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

祝
　
辞 

秋
田
県
議
会 

副
議
長 

 

小
松
　
隆
明 
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　この意見発表会は、消防団員が日頃の消防団活

動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通じ、

消防活動のあるべき姿や消防人としての役割を再

認識し、これからの活動をより充実したものにす

ることを目的に平成17年度から実施しているも

のです。 

　今回も、各支部から選出された9名の団員が意

見を発表しました。なお、女性消防団員の発表は、

秋田市で開催した第61回大会の鹿角市消防団安

保千夏団員が最初で、大仙市消防団の一色順子団

員が3人目となります。 

　発表された意見は、「消防秋田」8月号から順次

紹介します。                

発表者とテーマ 

第８回 

消防団員意見発表会 
第８回 

消防団員意見発表会 
第８回 

消防団員意見発表会 

兼　子　賢　一　　湯沢市消防団　分団長 

　　「過疎地での消防団活動」 

大　内　正　富　　小坂町消防団　分団長 

　　「消防団員としてのこれからについて」 

佐　藤　篤　史　　北秋田市消防団　団員 

　　「この20年を振り返る」 

福　士　保　洋　　八峰町消防団　班長 

　　「地域における消防団の役割とは？」 

吉　田　幸　太　　男鹿市消防団　班長 

　　「おらほはおらほの消防団」 

鈴　木　　　正　　秋田市消防団　副団長  

　　「消防団員は地域のスーパーヒーローたれ」 

須　田　　　敦　　にかほ市消防団　副分団長 

　　「楽しい消防団にするために」 

一　色　順　子　　大仙市消防団　団員 

　　「今、私が女性消防団員として思うこと」 

福　田　優　一　横手市大森消防団　団員 

　　「消防一年生」 

 

　優良事業所表彰は平成9年度から実施され、受賞

事業所は今年度の3事業所を加え129事業所となっ

ています。 

　表彰される事業所は相当数の消防団員が在職し、

地域の消防活動に積極的に取り組んでいるなど、

多年にわたって地域の消防団活動に貢献してきた

ことが評価されたものです。 

　受賞されました事業所には、今後ますますの消

防団活動へのご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
受賞事業所の概要 

■株式会社　石川組 

　　　　　　代表取締役　石川　潤  

　　　　　　鹿角市十和田大湯字中田1-3 

　　　　　　総合建設業・採石業等 

　　　　　　従業員46名中消防団員3名 

　火災発生時には交通誘導等後方支援を、自然

災害時にはオペレーター・重機・資機材を提供して

おり、市の消防団協力事業所にも認定されている。 

 
■株式会社　柴田組 

　　　　　　代表取締役社長　柴田　均 

　　　　　　羽後町杉宮字東腰廻63 

　　　　　　建設業 

　　　　　　従業員50名中消防団員8名 

　地元分団と「消防活動に関する支援活動協定」

を締結し、有事にあっては、資機材を提供するな

ど事業所を挙げてサポートしている。 

 
■株式会社　小野建設 

　　　　　　代表取締役　小野　雅敏 

　　　　　　羽後町新町字最上山7-1 

　　　　　　建設業 

　　　　　　従業員35名中消防団員5名 

　独自に緊急事態訓練や消防訓練を行う一方、災

害時には、町と「水害防止対策業務に関する協定」

を締結し、事業所を挙げて災害対応に当たっている。 

平成24年度 
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第
四
一
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

(

秋
田
県
消
防
長
会
主
催)

が
六
月
二
六
日
、

二
七
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
出
場
隊
員
は

日
頃
鍛
え
た
救
助
技
術
を
競
っ
た
。 

　
二
六
日
、
秋
田
市
向
浜
の
県
営
プ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
水
上
の
部
」
に
は
八
消

防
本
部
か
ら
延
べ
四
二
人
が
、
ま
た
二
七

日
、
由
利
本
荘
市
の
秋
田
県
消
防
学
校
で

の
「
陸
上
の
部
」
に
は
一
三
消
防
本
部
か

ら
延
べ
二
五
七
人
が
出
場
し
た
。 

　
「
陸
上
の
部
」
開
会
式
で
、
海
野
達
雄

秋
田
県
消
防
長
会
長
は
「
本
日
は
、
こ
れ

ま
で
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

こ
の
後
の
東
北
指
導
会
、
全
国
大
会
へ
と

繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。 

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕 

　
　
　
　

平
成
二
四
年
八
月
七
日 

　
　
　
　

東
京
都 

■
東
北
指
導
会 

　〔
陸
上
〕
平
成
二
四
年
七
月
一
九
日 

　
　
　
　

山
形
県
鶴
岡
市
消
防
本
部 

　〔
水
上
〕
平
成
二
四
年
七
月
一
〇
日 

　
　
　
　

宮
城
県
宮
城
総
合
運
動
公
園 

第
六
六
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 

全国大会・東北指導会出場隊 
〔全国大会〕　 　陸上の部 

　 　水上の部 

〔東北指導会〕　 　陸上の部 

項　　目　　名 
ロープブリッジ渡過 
は し ご 登 は ん  
ほ ふ く 救 出  
ロープ応用登はん 

隊員（チーム名） 
赤 塚 隆 介  
伊 藤 和 馬  
夏 井 チ ー ム  
長谷川チーム 

消防本部名 
能代山本広域消防本部 
大曲仙北広域消防本部 
能代山本広域消防本部 
北秋田市消防本部 

隊員（チーム名） 
加賀谷　陽太 
大 嶋 明 宏  
伊 藤 隆 徳  
安 井 　 径  
佐 々 木 　 寿  
小 西 雄 弥  
新 宮 チ ー ム  

佐々木チーム 
佐 藤 チ ー ム  
武 田 チ ー ム  
大 嶋 チ ー ム  

消防本部名 
大館市消防本部 
秋田市消防本部 
大曲仙北広域消防本部 
能代山本広域消防本部 
秋田市消防本部 
横手市消防本部 
横手市消防本部 

にかほ市消防本部 
大曲仙北広域消防本部 
能代山本広域消防本部 
秋田市消防本部 

項　　目　　名 

基 本 泳 法  

複 合 検 索  

溺 者 搬 送  
人 命 救 助  大館市消防本部 長谷部チーム 

溺 者 救 助  

水 中 結 索  
水 中 検 索 救 助  

隊員（チーム名） 
三 浦 チ ー ム  
藤 原 チ ー ム  
三 浦 チ ー ム  
神 原 チ ー ム  
田 鎖 チ ー ム  
西 方 チ ー ム  
石 川 チ ー ム  
遠 藤 チ ー ム  

消防本部名 
男鹿地区消防本部 
大館市消防本部 
大曲仙北広域消防本部 
横手市消防本部 
鹿角広域消防本部 
男鹿地区消防本部 
秋田市消防本部 
横手市消防本部 

項　　目　　名 

引 揚 救 助  

ロープブリッジ救出 

障 害 突 破  

秋
田
県
消
防
長
会 
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp



    

　
第
六
六
期
初
任
教
育
入
校
生
が
作
成
し

た
新
聞
か
ら
、
総
代
、
副
総
代
、
会
計
の
皆

さ
ん
の
意
気
込
み
、
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
総
代
と
し
て
任
命
さ
れ
、
一
ヶ
月
を
過

ご
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
全
体
を
ま
と
め
る

事
は
で
き
て
い
な
い
が
、
入
校
当
初
に
比

べ
る
と
少
し
ず
つ
、
ま
と
ま
り
が
出
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
自
分
で
は
感
じ
て
い

る
。 

　
一
ヶ
月
は
長
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
と
感
じ
た
。 

　
残
り
の
約
五
ヶ
月
間
は
、
体
力
面
で
は

体
力
錬
成
を
、
学
力
面
で
は
予
習
、
復
習

と
い
っ
た
当
た
り
前
の
事
を
確
実
に
行
な

い
、
少
し
で
も
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。
　 

　 　 

                                     

  

　
ま
ず
、
振
り
返
っ
て
思
う
の
が
あ
っ
と

い
う
間
の
一
ヶ
月
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
気
を
抜
い
て
い
る
と
一
日
、
一
週
間

が
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
感
じ
が

す
る
。
そ
ん
な
中
で
、
日
々
一
日
の
授
業

に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
ま
た
、
副
総
代
と
し
て
人
に
物
を
言

う
立
場
に
あ
る
の
で
自
分
の
行
動
、
言

動
に
も
注
意
し
、
み
ん
な
が
し
っ
か
り

付
い
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
人
物
に
な

り
た
い
。
四
月
は
た
だ
元
気
を
出
し
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
五
月
は
考
え

て
行
動
し
た
い
。 

             

　
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
座
学
、

訓
練
等
、
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

色
々
と
大
変
で
あ
る
。 

　
こ
れ
か
ら
更
に
覚
え
る
こ
と
が
増
え
、

訓
練
も
今
以
上
に
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
立
派
な
消
防
士
と
な
っ
て
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
い
う
志
を
も
っ
た
仲
間
が

い
る
の
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
最

期
は
全
員
で
卒
業
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
今
後
課
さ
れ
る
問
題
を
し
っ
か
り
ク

リ
ア
し
て
、
解
決
し
て
い
き
た
い
。
残
り

四
ヶ
月
さ
あ
頑
張
る
ぞ
。 

     

　
一
ヶ
月
が
経
ち
様
々
な
授
業
、
訓
練
、

効
果
測
定
等
が
あ
っ
た
が
、
私
自
身
の
こ

の
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
あ
ま

り
充
実
感
や
満
足
感
と
い
う
も
の
が
な
い

よ
う
に
思
え
る
。 

　
教
官
が
授
業
で
「
い
い
判
断
す
る
た

め
に
は
、
い
い
準
備
が
必
要
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
い
い
結
果
、
い
い
行
動

に
は
い
い
準
備
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

日
々
の
体
調
管
理
、
予
習
、
復
習
等
を

し
っ
か
り
行
な
い
、
い
い
準
備
を
毎
日

で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
、
残
り
の
学

校
生
活
を
必
死
に
や
っ
て
行
こ
う
と
思

う
。 

     

　
現
在
、
消
防
の
専
門
的
な
座
学
や
小

型
ポ
ン
プ
操
法
、
ロ
ー
プ
結
索
な
ど
、
次
々

と
新
し
く
覚
え
る
こ
と
が
増
え
る
一
方
で
、

効
果
測
定
、
小
テ
ス
ト
の
多
さ
に
は
驚

き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
周
囲
の
や
る
気
な
ど
に
も

刺
激
さ
れ
、
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い

量
の
学
習
が
で
き
た
り
、
互
い
に
助
け

合
っ
た
り
と
相
乗
的
に
高
め
あ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
寮
生
活

な
ら
で
は
の
良
い
点
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
一
度
生
活
を
振
り
返
り
、
充
実
し

た
日
常
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
六
六
期
初
任
教
育

第
六
六
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
六
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 

副

総

代 
  

由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

　  

佐
藤
　
俊
弘 

会
　
　
計 

  

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町 

  

村
圏
組
合
消
防
本
部 

　  

高
橋
　
　
健 

会
　
　
計 

  

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町 

  

村
圏
組
合
消
防
本
部 

　  

佐
藤
　
匡
人 

総
　
　
代 

  

大
館
市
消
防
本
部 

　  

川
添
　
正
孝 

 

副

総

代 
  

大
館
市
消
防
本
部 

　  

菅
原
　
幸
大 

平成24年度　秋田県消防操法大会支部大会日程 

鹿　　　　角 

大館北秋田 

能代市山本郡 

男鹿潟上南秋 

秋　田　市 

本 荘 由 利 

大仙仙北美郷 

横　手　市 

湯沢市雄勝郡 

鹿角市役所駐車場 

上小阿仁村民グラウンド 

能代港下浜岸壁埠頭 

日本国花苑内芝生広場 

秋田市消防訓練場（秋田市御所野） 

にかほ市消防庁舎前広場 

大仙市　雄物川河川緑地運動公園 

秋田ふるさと村第４駐車場 

湯沢市河川敷運動広場　松ノ木グラウンド 

7. 1（日） 

7. 22（日） 

7. 29（日） 

7. 22（日） 

7. 8（日） 

7. 21（土） 

7. 21（土） 

7. 15（日） 

7. 28（土） 

支　部　名 開　催　場　所 開催月日 

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会 
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消 防 半 天 ・ 帯 ・ 団 旗 
優 勝 旗 ・ ゼ ッ ケ ン 
手拭・タオル・のれん 
旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 

 

寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416



応募お待ちしています！ 

　秋田県総合防災課では、この度平成24年4月1日現在の消防団員数を公表しましたので、その概要を
お知らせします。 

１．消防団員数は17,677人 
　　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比198人減の17,677人となりました。  
　　条例定数充足率は88.09％、被雇用化率（サラリーマン化率）は72.1％となっています。        
      
             
 
 
 

２．女性消防団員は22人増の221人  
　　　女性消防団員は年々増加しており、前年同期比22人増の221人となりました。  
　　 
                    
 
 
 

３．機能別団員は５消防団、178人  
　　　機能別団員制度が県内に導入されたのは平成19年度からですが、前年同期比では、秋田市、能代
　　市消防団が新たに導入し、２団体25人増の５消防団178人となりました。 

 

 

 

 

 

平成24年度消防団員数の概要 

 H19. 4. 1  H20. 4. 1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  H24. 4. 1  

消防団員数 18,369人 18,191人 18,052人 18,029人 17,875人 17,677人 

前年同期比 － 557人 － 178人 － 139人 －  23人 － 154人 － 198人 

条例定数充足率 89.01％ 89.10％ 89.37％ 89.40％ 88.64％ 88.09％ 

 H19. 4. 1  H20. 4. 1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  H24 4. 1  

女性消防団員数 107人  119人  150人  176人  199人  221人   

前年同期比 ＋ 12人  ＋ 12人  ＋ 31人  ＋ 26人  ＋ 23人 ＋ 22人  

女性団員採用消防団数 10団　 11団　 14団　 15団　 17団　 17団　 

 H19.10.1  H20.10.1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  H24 4. 1  

機能別団員数 34人  49人  54人  112人  153人  178人  

前年比  ＋ 15人  ＋  5人  ＋ 58人  ＋ 41人  ＋ 25人  

機能別団員制度導入消防団数 2団　 2団　 2団　 3団　 3団　 5団　 

■消防団・消防団員とは                        

　消防団は､ 消防本部や消防署と同様に市町村の

消防機関の一つです。                            

　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域

は自らで守る」という郷土愛護の精神に基づいて、

地域の安全・安心を確保するために活動する非常

勤特別職の地方公務員です。                        

 

■消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念    

　本県の消防団員数は、昭和31年には3万 6千

人が在籍していましたが、年々減少し続け、平成

23年には半分の1万 8千人を割り込みんでしま

いました。    

　地域の消防防災力の低下が懸念されています。  

 

■多くの方の消防団入団を期待                  

　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の

安全・安心を確保するために大変重要な組織です。  

　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただ

けることを期待しています。 
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平成24年度消防団員数（平成24年4月1日現在） 

（単位:人、％） 

地域名 

鹿　角 

 

 

北秋田 

 

 

 

山　本 

 

 

 

 

南秋田 

 

 

 

 

 

 

秋　田 

由　利 

 

 

仙　北 

 

 

 

平　鹿 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄　勝 

 

 

 

計 

鹿角市 

小坂町 

　　　地域計 

大館市 

北秋田市 

上小阿仁村 

　　　地域計 

能代市 

藤里町 

三種町 

八峰町 

　　　地域計 

男鹿市 

潟上市 

五城目町 

八郎潟町 

井川町 

大潟村 

　　　地域計 

秋田市 

由利本荘市 

にかほ市 

　　　地域計 

大仙市 

仙北市 

美郷町 

　　　地域計 

横手市横手 

横手市増田 

横手市平鹿 

横手市雄物川 

横手市大森 

横手市十文字 

横手市山内 

横手市大雄 

　　　地域計 

湯沢市 

羽後町 

東成瀬村 

　　　地域計 

　32消防団 

 892 822 799 23 39 92.15 2.80 821 ＋ 1 

 170 158 158 0 0 92.94 － 163 － 5 

 1,062 980 957 23 39 92.28 2.35 984 － 4 

 1,280 1,092 1,039 53 0 85.31 4.85 1,088 ＋ 4 

 870 744 744 0 0 85.52 － 769 － 25 

 120 97 97 0 0 80.83 － 102 － 5 

 2,270 1,933 1,880 53 0 85.15 2.74 1,959 － 26 

 850 757 745 12 5 89.06 1.59 744 ＋ 13 

 125 121 121 0 0 96.80 － 123 － 2 

 507 416 410 6 0 82.05 1.44 422 － 6 

 281 252 250 2 0 89.68 0.79 260 － 8 

 1,763 1,546 1,526 20 5 87.69 1.29 1,549 － 3 

 820 770 766 4 0 93.90 0.52 776 － 6 

 508 463 455 8 0 91.14 1.73 461 ＋ 2 

 230 193 193 0 0 83.91 － 197 － 4 

 107 82 82 0 0 76.64 － 83 － 1 

 160 137 137 0 0 85.63 － 141 － 4 

 52 51 51 0 0 98.08 － 51 ± 0 

 1,877 1,696 1,684 12 0 90.36 0.71 1,709 － 13 

 2,100 1,926 1,904 22 7 91.71 1.14 1,974 － 48 

 1,802 1,670 1,669 1 99 92.67 0.06 1,666 ＋ 4 

 610 586 569 17 28 96.07 2.90 594 － 8 

 2,412 2,256 2,238 18 127 93.53 0.80 2,260 － 4 

 1,691 1,355 1,324 31 0 80.13 2.29 1,346 ＋ 9 

 767 612 599 13 0 79.79 2.12 625 － 13 

 448 401 401 0 0 89.51 － 408 － 7 

 2,906 2,368 2,324 44 0 81.49 1.86 2,379 － 11 

 550 448 445 3 0 81.45 0.67 456 － 8 

 289 248 248 0 0 85.81 － 268 － 20 

 500 434 422 12 0 86.80 2.76 446 － 12 

 507 454 454 0 0 89.54 － 466 － 12 

 285 243 243 0 0 85.26 － 241 ＋ 2 

 550 474 472 2 0 86.18 0.42 481 － 7 

 183 164 164 0 0 89.62 － 165 － 1 

 234 204 199 5 0 87.18 2.45 203 ＋ 1 

 3,098 2,669 2,647 22 0 86.15 0.82 2,726 － 57 

 1,865 1,672 1,665 7 0 89.65 0.42 1,700 － 28 

 513 452 452 0 0 88.11 － 453 － 1 

 200 179 179 0 0 89.53 － 182 － 3 

 2,578 2,303 2,296 7 0 89.33 0.30 2,335 － 32 

 20,066 17,677 17,456 221 178 88.09 1.25 17,875 － 198

消防団名 
総数 団員数 増減数 男性 女性 

実　団　員　数 前年同期比較 

条例 
定数 

定数　 
充足率 

女性　 
団員率 

うち 
機能別 
団員数 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成24年７月15日（毎月１回15日発行） №701
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19 

31 
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平成24年 平成23年 同期比較 

６月 累計 累計 ６月 年計 ６月 累計 

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ 

　
今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日

（
月
）
か
ら
一
五
日
（
水
）
ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

第65回  秋田県消防大会 第65回  秋田県消防大会 
　
男
鹿
市
で
は
、
二
十
九
年
前
に
発
生
し

た
日
本
海
中
部
地
震
の
大
惨
事
を
教
訓
と

し
て
制
定
さ
れ
た
「
県
民
防
災
の
日
」
及

び
「
県
民
防
災
意
識
高
揚
強
調
週
間
」
の

一
環
と
し
て
、
震
災
対
策
の
強
化
と
地
域

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
地
震
・
津
波
・
火
災
を
想
定

し
、
防
災
活
動
が
迅
速
、
的
確
か
つ
総
合

的
に
行
え
る
よ
う
に
、
管
内
二
地
区
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
船
川
地

区
の
訓
練

で
は
、
東

日
本
大
震

災
後
、
男

鹿
市
と
Ｎ

Ｔ
Ｔ
が
津

波
避
難
協

定
を
結
ん

だ
こ
と
か

ら
、
避
難

建
物
に
指

定
さ
れ
て

い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
を
会
場
に
、
津
波
警
報

を
聞
い
た
地
域
住
民
が
、
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
、
屋
上
へ
避
難
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
特
設

公
衆
電
話
を
設
置
し
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
運
用
訓
練
を
行
い
、
避
難
者
へ
地
震
発

生
時
に
携

帯
電
話
が

通
じ
な
く

な
っ
て
、

家
族
や
友

人
と
の
連

絡
手
段
が

断
た
れ
て

し
ま
う
こ

と
を
想
定

し
、
有
事

の
際
の
連

絡
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
船
越
地
区
で
実
施
し
た
訓
練
で

は
、
昨
年
か
ら
男
鹿
市
で
推
進
し
、
新
た

に
結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と

な
り
、
「
煙
ド
ー
ム
体
験
、
初
期
消
火
、

倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
、
簡
易
担
架
の
作

成
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
」
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
、
関
係
機
関
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
復
旧

訓
練
が
行

わ
れ
、
自

主
防
災
組

織
と
防
災

機
関
と
が

相
ま
っ
た
、

本
番
さ
な

が
ら
の
訓

練
が
実
施

さ
れ
ま
し

た
。 

（
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
） 

津波避難ビル（NTT）へ避難する地域住民 

ライフライン復旧訓練 

自主防災組織による倒壊建物救出訓練 
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